











内 300万台，海外 600万台で推移している。海外生産はわずか 10年で 200万台から 600万台へ
3倍に増加している。





























































































































































































































































































































5 本稿は，2018年 5月 2日と 2019年 4月 29日に実施したタイ STMにおける平岡雄二社長インタビューと工場
見学，2018年 3月 20日に実施した同氏インタビュー，2019年 4月 30日に実施した STMの仕入先 Tsubakimoto 
Automotive（Thailand）とART-SERINA PISTONでのインタビューと工場見学で入手した情報に基づいて作成した。
なお，2019年 8月に実施したベトナムの TMV（Toyota Motor Vietnam）インドネシアの TMMIN（Toyota Motor 
Manufacturing Indonesia），ポーランドの TMMP（Toyota Motor Manufacturing Poland）で入手した情報も参照した。
 また，2019年 5月 29日と 8月 7日に実施したトヨタ自動車グローバル生産推進センター（GPC）での高橋智
和主査インタビュー，2018年 6月 4日に実施したトヨタ自動車上郷工場での斉藤富久工場長インタビューと工
場見学，2019年 5月 27日のアイシン精機本社での水島寿之副社長インタビューと同社安城工場見学，2018年
5月のアイシン精機本社で実施したインタビュー，2018年 3月のインドの Toyota Kirloskar Auto Parts（TKAP），








































　大項目ごとに小項目が全て〇で 3点，半分以上〇で 2点，マルが半分未満で 1点。大項目で
















　「加工点マネジメント」の要件表は，大項目 12項目，小項目 32項目で，36点満点の 9割，33
点で審査レベルに認定される。審査手続きの細かい点は「標準作業」の審査と同じである。こ
れにより，加工点マネジメントの問題点「発見」が「見える化」される。






















































































































＝柱数× 0.2（アセッサー 1人あたり 5柱），アセッサー充足率＝認定数÷必要数で，充足率を
図 2-1　アセッサーは上郷が最多だが海外の現地人も増加
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　STMは，要件審査対象の 84組× 3=252柱のうち 84柱のゴールドを取得した（2019年 8月 7
日現在）。トヨタの内外工場で最多のゴールド認定数である。わずか 3年前のゴールドゼロ，海
外最低から劇的に再生した。
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事務 製造 合計 事務 製造
2009 16 19 35 1483 2.36 1.08 1.28
2010 13 16 29 1771 1.64 0.73 0.90
2011 14 33 47 1946 2.42 0.72 1.70
2012 36 76 112 2425 4.62 1.48 3.13
2013 19 18 37 2575 1.44 0.74 0.70
2014 21 36 57 2999 1.90 0.70 1.20
2015 20 39 59 3044 1.94 0.66 1.28
2016 20 38 58 3090 1.88 0.65 1.23
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2018 26 47 73 3187 2.29 0.82 1.47
2019 19 37 56 3141 1.78 0.60 1.18
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